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　大学廃水は昭和49年12．月の水質汚濁防止法の改正で，　「大学は特定施設を持つ特定事
業場」に認定されたことによって，法規制の適用を受けるようになった。それ以後規制
は矢継ぎ早に強化された。このkめ，昭和50年代はどこの大学も不慣れな廃水処理を中
心とした環境浄化施設の新設・整備及び管理運営体制の確立に追われた。
　本学の対応は比較的早く昭和50年5月に特殊廃水処理施設，次いで有機廃液処理施設
が昭和52年3月に竣工した。翌53年7月にはこれら2施設を統合・改称して環境管理施
設に改めた。当時工学部長をしておられた藤田公明教授が初代の施設長を務められた。
　引き続き水質総量規制に対応して総排水量・汚濁負荷量の常時計測が必要となり，昭
和56年度から3年計画で津島地区キャンパスで大がかりな排水基幹工事が行われた。こ
の工事の完了によって本学の排水は濃厚な無機系・有機系実験廃水，洗浄排水，し二等
の生活排水及び雨水に分類されることになった。そして全学の実験廃水の処理，下水道
施設のない津島地区排水のCOD・汚濁負荷量の常時計測，各部局排水のpH値の常時
計測，排水水質の分析・監視並びに洗浄及び生活排水の処理が行われるようになった。
昭和57年6月環境管理施設は実験廃水の処理に，上述の洗浄及び生活排水の処理業務等
を加え拡充することとなり，現在の環境管理センターが発足した。
　私は昭和55年4，月から平成2年3月までの丁度10年間，環境管理施設長並びに引続き
センター長を務めた。本学に教授として在任する年数があと2年間と残り少なくなった
ので，高橋克明学長にお願いし，各種委員会等のご了承も得て今春センター長をやめさ
せていただいた。大学は先端的研究並びに教育を行うところであるから，大学廃水の処
理・環境保全という環境管理センターの仕事は，無害化処理業務や環境科学に関する教
育・研究の面で常に新たな課題をかかえ，所属学科での私の専門の化学工学の教育・研
究とは別に，10年間脳裏から離れることはなかった。
　本稿ではセンター在任の時代を振り返り，特筆すべきことを思い出し幾つか記してお
きたい。
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　無機系実験廃水を処理する特殊廃水処理施設が発足した当初は，小坂淳夫元学長の要
請で，処理並びに事務的業務すべてを工学部がお世話した。不慣れなことでもあり当時
の工学部事務長岸本義久氏には大変お世話になった。施設に各部局から持ち込まれた廃
水は分別・貯留して，外部の処理業者に委託し，本学の施設を使って無害化処理をした。
助手1名，技官2名の専任教職員の確保によって，始めて有機廃液処理施設と併せ関係
者一同本格的に処理プロセスの勉強，処理業務の試行・習熟に努め，次第に業者委託か
ら自前処理態勢を確立して行った。
　言うまでもなく廃棄物は発生源において他の廃棄物と混合せず，また希釈しない状態
で処理する原点処理が最も効果的で，大学における有害廃棄物の処理はこの原点処理の
重要性を教え，排出者に排出責任を認識させることが教育的見地から大切で，そのため
には自前処理によって排出源の特徴・廃水水質等を把握し，更に処理業務に熟知した教
職員によって施設を活用して，環境科学教育の徹底・普及を行うことが望ましい。
　次に環境管理センターに拡充・改称した頃のことであるが，環境管理施設は大学の環
境管理・廃水処理という全学的な仕事をする施設であるが，従来から工学部でお世話し
てきたこともあって，事務的業務を工学部から事務局に移すのに異論を唱えられた方も
おられたが，主張・折衝して実現することができた。また廃水処理の専門的業務は当初
は専任の教職員と工学部の先生方を中心に行っていたが，センターを無機廃液，有機廃
液，洗浄排水及び生活排水の4部門構成とし，別に開発室，相談室を設ける等して，自
然科学系の他学部の先生方にも出来るだけセンター業務に関心を持っていただくよう配
慮し，運営にも参加していただくようにお願いした。
次第にご協力いただける先生方も増え，現在の態勢に整ってきた。
　いっ頃から始めたのか覚えていないがセンター長杯ゴルフも次第に年間回数が増え，
最近では4回行われるようになり，今春で24回を数えた。センターに関係深い施設部，
工学部の教職員を中心に各部局からもご参加いただき，特に在任期間の短い施設部の部
課長さん達との懇親の場となり，センターの仕事を進める上で有用であったように思う。
　ところで本学各学部の充実，自然科学系研究科の新設等によって，センターを利用し
て無害化処理をする廃水の量も10年前に較べると数倍になり，処理施設の稼働日数は増
加し，施設は酷使の状態が続き傷みも激しくなってきている。処理能力の不足と設備の
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老朽化から早急に設備を更新（大型化）する時機にきている。また本施設を活用した教
育・研究面も専任の助教授もいないという教官陣の手薄なこと，研究費も科学研究費，
財団研究助成金，その他の研究費を奔走・努力して獲得するという状況で，定常的でな
く不十分で，まだまだ今後に残された課題も多い。
　幸い後任のセンター長には，長年センターの仕事を一緒にしていただいた薬学部の篠
田純男教授にお引き受けいただけたし，部門長の先生方は全員留任して下さったので，
私は安心して退任することが出来ました。
　センター長を長年にわたって無事勤めることが出来ましたのは，センター専任の教職
員の献身的な努力，並びに各部門，開発室，相談室の先生方や，施設部の企画課・設備
課の職員の皆様のご協力の賜物と心から感謝しております。紙面をお借りして厚くお礼
申し上げます。
　最後に前学長の大藤眞先生が「岡山大学における環境管理センターの位置づけ」（岡
山大学環境管理センター報第7号）の中で，万葉にでてくる元標（みおつくし）を引用
して，濡標とは通行する船に通りやすい深い水脈を知らせるために立てた杭で，本セン
ターが環境保全科学の最も深い水路となって，その謡言の杭を打ち立てるべく努力して
下さいと励まして下さったことを，そして当時深い感銘を抱いたことを’今さらのように
思い出し，本稿の結びとさせていただきます。センターの今後一層の発展を願ってやみ
ません。
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